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檜垣　鳥塚さんは、月刊誌『JAF Mate』の編
集長を長くやられて、車と自動車交通の専門
家です。今日は電気自動車（※以下EV）につ
いて、お聞きしたいと思っているのですが、
自動車メーカーだけじゃなく家電の会社も出
してくるわけだから、その辺の区分けが分か
りにくい。かと思えば、セーフティドライブ、
自動運転というのもどういうことなのか？　
ということなど教えてください。
鳥塚　今は、EVと自動運転が別々に話題にな
ることが多いので、“別のもの”という印象にな
っていますが、EVと自動運転は関係しながら
進む技術なんですね。一番、分かりやすいの
がダイムラーのビジョンで、将来の自動車が
向かう道のキーワードを“CASE”という４文字
の頭文字で表しています。Cが“Connected（
コネクテッド）”で接続性、Aが“Autonomous
（オートノマス）”で自動運転、Sが“Shared（
シェアード）”で共有。そして、Eが“Electric
（エレクトリック）で、電動化・EVです。
まさにダイムラーが今この４つに向かって走
り始め、他のメーカーも追いかけっこのごと
く、同じ状況ですね（笑）。
檜垣　でも、それは良いことなんですよね？
鳥塚　もちろん良いことです。具体的には、
自動運転になれば、交通事故が確実に減りま
す。例えば高齢になればなるほど運転ミスは
多くなっていくので、それを自動運転が防い
でくれれば明らかに安全性は上がるし事故も
起こさなくなりますから、高齢者には大きな
メリットがあるといえますね。
檜垣　国としては、どうなのですか？
鳥塚　国も強力に推進していますね。
檜垣　自動運転の楽しさというのが今ひとつ
ピンとこないんだな。
鳥塚　完全自動運転になれば、運転はしない
ので、残念ながら運転の楽しさは味わいよう
がないですね（笑）。でもそれに変わって、
セカンダリータスクなどと呼ばれていますが、
車の中で別のことができるようになります。
GMが1939年の万国博覧会に未来の車社会の模
型を展示してるんですが、高速道路は自動運
転になってます。また1950年頃にアメリカの
電力会社が描いたイラストでは、未来の車の

中で家族がゲームをしていて、そういう社会
が楽しいものとして、すでにモデル化されて
いるんです。
檜垣　我々のようにアドバタイジングをやっ
てきた人間だと、よりエンターテインメント
性を求めて、空も飛べるんだと（笑）。
鳥塚　実際に一部研究もやっていて、ドイツ
のモーターショーでもダイムラーはドローン
のような形のものを出展していましたし、い
ろんな企業が“空飛ぶクルマ”をやってますよ
ね。僕が生きてるうちには、ちょっと早いか
もしれないけど。でも自動運転は檜垣さんが
生きているうちに出てきそうですよ（笑）。
檜垣　そうだよ。ベンツなんか半分自動運転
みたいなものだから。
鳥塚　まあ、まだ自動運転と言えるレベルで
はないですが、2020年にレベル３の自動運転
の車を出すというのが、政府のSIP（戦略的イ
ノベーション創造プログラム）の目標になっ
ています。
檜垣　広めるために『自動運転の車じゃなき
ゃ乗らない！』っていう女の子の集団をいっ
ぱい作ればいいんだ（笑）。本当は、車を含
めたものが変わることによって、他のものも

どのように便利になり、どんな風に変わるの
かというのが見えてくればいいんだよ。
鳥塚　そうなんですよ。GMなどが20世紀半ば
に作った未来像が結構当たっているので、だ
ったら今、2050年ぐらいを目指して、同じよ
うなモデルを作るべきだろうという意見は最
近よく聞きますね。手を挙げる人や企業はま
だないようですが。
檜垣　70年前に考えた未来が現在なら、今か
ら考える理想的な未来の姿を創造するのは必
要で、そういうのをやるべきだよね。誰かが
車社会の未来を引っ張っていかないと。
鳥塚　2050年の絵を描くのは面白そうです
ね。
檜垣　色っぽい車がいいね。『俺の恋人』と
か言って、ピッとやるとやって来る。「うち
のヨシコです」って（笑）。
鳥塚　2050年ぐらいだと、AIの進化で車は
そういう人格を持っているかもしれない。
檜垣　ちょうど化石エネルギーに関して枯渇
やら温暖化といった問題が出る頃に電気に交
代するというのは、よくできてるね。本当に
鳥塚さん、長生きしてください。僕は、お先
に行きますから（笑）。
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対談企画①

ライブで、受けたことの無い感動や衝撃を受けると、長期間そのアーティストで頭がいっぱいになって、ひたすら情報を追って再度音源や映像を
追っかけるストーカー行為なファン行動に走りますよね？（笑）それが私の中ではマッシヴ・アタックでした。フジロックで観て感銘を受けてか
ら7年。先月待望の来日公演へ行ってきました。マッシヴ・アタックのライブはディープなサウン
ドを全身で浴びるあの没入感が格別で、洗脳されたような気持ちになります。ダブ・レゲエチュ
ーンで気分良く音楽に身を委ねていると、ツインドラムの重厚な音とノイズ・ギターの轟音がフ
ロアに響き渡たり、苦しいくらいの音圧は圧巻でした。更にバックスクリーンにはグラフィック
デザインの映像に加えて大半を占めているのは文字や写真。移民統計、パスポートの信頼度ラン
キングの文字と数字の羅列。大きく反核。世界情勢や国内の時事ネタなど様々なヘッドラインが
流れて、難民や移民の写真が映し出されます。最後は「僕らは一緒にこの中にいる」
というメッセージで締めくくられました。メッセージ性の強さに複雑な感情が徐々に
押し寄せてきました。ただカッコよかったなぁ･･･で済まない、この問題定義をファ
ンはどう受け取り考えて行くか非常に考えさせられるライブでした

Keyword：ＮＡＳ
　山崎蒸溜所のウエアハウスに入ると、薄暗い空間に独特の匂いと湿度を感じます。広い空間には非常に多くの樽が寝かされており、その中を歩いて見
学している中で、自分が生まれた年に樽詰めされたものを見つけました。50年以上前のものです。サントリーは、2005年、2007年、2011年に、『山崎
50年』という数量限定（1回目、２回目が50本、３回目が150本）のボトルを発売しています。販売価格は、なんと１本100万円！しかも、全てアッとい
う間に完売になったというから驚きです。酒齢50年を超えるモルト原酒を使用したウイスキーは世界的にも希少性が高く、ウイスキーファンにとっては
たまらない逸品だったのでしょう。その後、このボトルは、オークションでしか見かけませんが、1,300万円くらいの高値で落札されたりしています。
ということは、この私と同い年の樽は、いくらの価値があるのだろう…と考えながら、ウエアハウスを後にしま
した。山崎蒸溜所が生まれたことによって、日本のウイスキーも世界５大ウイスキー（スコットランド、アイル
ランド、アメリカ、カナダ、日本）の仲間入りを果たしました。大変喜ばしいことです。確かに、酒齢何十年と
いうウイスキーも価値がありますが、最近では、熟成年数を規定しない、つまり使用する原酒の酒齢に縛られな
い「ノンエイジ・ウイスキー」が流行になっているそうです。私の中では、"NAS"と言えば、ネットワークに直接
接続して使用するファイルサーバー(Network Attached Storage) のことしか思い浮かびませんでしたが、ウイスキ
ーの世界では、"NAS"と言えば、Non Age Statementの意味で「ノンエイジ」「ノン・ヴィンテージ」「ナス」と
呼ばれています。原酒不足が背景にあるのは間違いありませんが、熟成年数にこだわらず良い原酒をブレンドし
て良いウイスキーを作ることが正しいウイスキーメーカーの使命である、という考え方が商品化されたものです。
サントリーで言えば、『山崎』や『白州』など、年数表記のないものがそうです。ここまでウイスキーに言及し
てしまったので、ついでに東京からも近い「白州蒸溜所」にも行ってみることにしました。最寄り駅は、JR中央本
線「小淵沢」駅で、新宿からJR特急「あずさ」に乗って約２時間で行けます。ちょうど駅舎が新旧交代のタイミング
で、行った日の１週間後には新駅舎に切り替わるとのことでした。白州蒸溜所は、山崎蒸溜所開設50周年となる
1973年（昭和48年）に、サントリーが第２の蒸溜所として山梨県白州町（現在は北杜市）に建設した蒸溜所です。
約82万㎡の広大な蒸溜所の敷地内には、同社の「南アルプスの天然水」の工場も併設されています。詳しくは書
きませんが、山崎蒸溜所の設備とは結構違いがありました。全体的に近代化された施設で、個人的には山崎蒸溜
所の雰囲気の方が好きでした。ここ白州蒸溜所も、蒸溜所ガイドツアー参加の際には予約が必要になります。
『マッサン』の影響で、どこの蒸溜所も見学に訪れる人が急増し、ニッカの「宮城峡蒸溜所」などは、今年３月
に新たにビジターセンターをオープンさせたくらいです。白州蒸溜所も、土日のツアーは直ぐに満席となってし
まいます。そんな白州蒸溜所を見学して帰り際に、受付に黄色いチラシが積んでありました。見ると、「ウイス
キー検定」の案内で、最近は何でも検定にするんだなぁと思いながらも、これも何かの縁なので、話のタネ（本
誌のネタ）に受験してみることにしました。（つづく）

サントリー・シングルモルトウイスキー
『山崎 50 年』、数量限定販売（価格：100 万円）

マッシュタン（糖化槽）
乾燥した麦芽を粉砕した後、この容
器の中にお湯を加えて発酵に必要な
糖液（麦汁）を抽出します。

ウォッシュバック（発酵槽）
糖液に酵母を加えて発酵を行いま
す。２～４日でアルコール度数７～
９％の発酵液（モロミ）が出来ます。
続いて、初留釜で蒸留を行います。

「小淵沢」旧駅舎 ７月３日にオープンをひかえた新駅舎 白州蒸溜所の入口、蒸溜所の周囲は広大な森林に囲ま
れています。

ポットスチル（初留釜）
山崎蒸溜所では、釜が並んだ高温の
部屋に入れましたが、白州ではガラ
ス越しにしか見れませんでした。

ラック式のウエアハウス（熟成庫）
山崎蒸溜所では、最も伝統的なダン
ネージ式で保管されていましたが、白
州では、スペースを有効に使える方式
を採用していました。

蒸溜所の受付に置いてあった、
ウイスキー検定のチラシの一部

1960 年に樽詰めした樽

×

電気自動車の未来

※鳥塚 俊洋氏：元JAF Mate編集長で、交通社会におけるセーフティからエコドライブ、そしてEV・PHEVに至るまで自動車関連のあらゆる知識を兼ね備えた国内屈指のスペシャリスト。

取材・文／河野  崇　撮影／編集部



岩下 信而Producer：

毎年担当している海外企業の日本支社の社内パーティが、盛況のうち終了。案内看板すら出さ
ない完全クローズドなので詳細は報告できませんが、１年中２４時間体制で世界標準ビジネス
をしている社員の皆さんが、何日もかけてのリハーサル。ブルゾンや「しもしも」のコスプレ
でキッレキレのダンスを披露する女性社員たち。フレディと同じキー！で Queen を熱唱する男
性社員、さらには社内制作の映像も上質。そして有名カリスマ社長もテーマに沿ったコスプレで、
若手社員が準備した演出を盛り上げる…この企業の社員対抗パフォーマンス大会には毎年圧倒
される。しかしこの企業は、世界各国から社員が参加するため「クリスマス」が謳えない。そ
んなシチュエーションの中、ご担当社員とアイデアを出し合い、クリスマス以上の会に創作す
る楽しみは筆舌に尽くしがたい！安易に「クリスマス」装飾や演出に依存しがちな日本の広告
や流通業界には、よい教訓といえるかも。そして毎年その翌日から、ぼくのクリスマスは始ま
ります。音楽好きのぼくは、中でもクリスマスソングが大好き。シンプルな歌詞とメロディ、
一年中でも聞いていたい。「ブルークリスマス」「ホワイトクリスマス」「サンタが街に」「ママキス」
「赤鼻トナカイ」「クリスマスソング」ポールの「ワンダフルクリスマス」ジョンの「ハッピー
クリスマス」など名曲は枚挙に暇がない。それでは、今年ぼくが口ずさむベスト 3 を発表しま
す（因みに毎年変わります）第３位「FerisNavida」（1970ホセ・フェリシアーノ）「あなたにとっ
て良いクリスマスであるよう心から願います」リフが心地よいラテン・クリスマスソングの定番。
おススメは、ぼくのライヴァル（爆笑）マイケル・ブーヴレ。
第２位「Rockin Around the Christmas Tree」（1958 ブレンダリー）「ツリーの周りで踊って、パイを食べて歌おう…」ア
メリカンポップスの王道ソング。傑作ミュージカル「Glee」のOSTからシュー先生を囲んだバージョンで。
第１位　ぼくの不動のNo.1 ソング「Jingle Bell Rock」。（1957ボビー・ヘルムズ）「雪の夜、広場で踊って歌って楽しもう」
弾いてよし、聴いてよし、歌ってよしの名曲。ＮＹの永遠のギター小僧ブライアン・セッツァーのビッグバンド＆セクシー
サンタコーラスでゴージャスに楽しんでください。ところで今年、全米の６０パーセントが、クリスマスソングを聴く
と「プレゼント」「パーティ」へのプレッシャーからストレスを感じるという説が発表されましたが、「何ということでしょ
う」（サザエさん風に）。忘年会も減少気味のようですが、ＳＮＳばっかりやっていないで、今夜のクリスマスはみんな
で集まり、楽しもう、では次号、Bon Noel ！ 

■Event：  ぼくのクリスマスソング総選挙

■Date   ：  ２０１７年１２月

■Place  ：  東京都内某ホテル

横田 郁夫Executive Vice President：

最近、私はYouTubeで企業広告CMを観て楽しんでいます。
当然実務とは別けて空いた時間に観ていることは勿論です。
商品広告ではない企業広告作品。企業自体をアピールするために作られ、メッ
セージを発信しています。TV で観ることは滅多にありませんが、多くの企
業が制作し、一般消費者へのブランドイメージ創り、リクルート対策や従業
員の士気高揚に役立ち、そして投資家向けでもあります。今回は難しい考え
は抜きにして作品自体を紹介したいと思います。多分ご覧になった方も大勢
いるとは思いますが、ここからは私の勝手な主観で改めてご紹介せて頂きま
す。「泣ける企業 CM ジャンル」は一見の価値ありだと思います。世界中そ
して日本にも多くの感動作がある中で、突出しているのがタイ国の作品の出
来が素晴らしいことです。「泣ける，CM，タイ」で検索してみて下さい。当
然の如く、沢山出てきます。全てタイトルは解りませんが、殆どが字幕付き
なのでストーリーは理解出来ます。私が勝手に選ぶベスト３・・・。第３位
は発話障害を持った父親と娘の物語です。親子愛は感動的。これは保険会社
の作品です。第２位は病気の母のために薬を盗んで捕まった少年が 30 年後
に・・・。これは通信会社の作品です。そして栄えある第１位は、障害者の
女の子が頑張るストーリー。最後の落ち？が素晴らしくニンマリしてしまい
ます。全編に流れる曲「カノン」が当分耳に焼きつくかも知れません。タイ
の作品は全て泣かせるために作られたちょっと反則ぎみな感動ショートムー
ビーとなっています。親子愛、夫婦愛、他人に対する思いやりの愛。沢山の
愛の形が描かれています。気分転換に今日は泣いてみようかなと思った時に
どうぞご覧になって下さい。ハンカチ、ティッシュは必需品です。

■Event：  癒しタイムどうですか。

黒川 和紀Associate Producer：

■Title：  こういう広告、好きですね。。

日清食品グループが手掛ける「日清のどん兵衛」の折込チラシや駅構内のポスターとして展開されていた作品。
どれもクオリティが高く、“きちんとふざける ”ってこういうことなのかなぁ。。と勉強になります。

アイディアを生み出すクリエーターの凄さもあるし、日清食品さんのクリエイティブに対する信頼の深さも、また凄い。
どん兵衛は昔から食べていて、大好きな商品の一つだったのですが、また今日にでも食べたくなってしまいました。
※各所に散らばっているテキストにも細かい芸が仕込まれてますので、「どん兵衛ポエム」をチェックしてだくさい。

Executive Producer：平田 元春

ご来場お待ちしていま～す♪

第３位

第２位

第１位

弓狩 章裕

そうだ京都へ行こう。ということで、京都へ行って参りました。（実際は大阪での仕事がメインでしたが・・・）大阪
での仕事を終え、大阪を満喫する事なく、いざ京都へ向かったのですが、実際に京都に降りてみて、最初の感想はとに
かく寒い・・・よく京都の夏は暑くて、冬は寒いと言いますが、さすが盆地。12月に入り、冬も本格的に近付いたこともあり、
より一層寒さが増してきたように思います。さて、京都といえば、日本の文化や伝統を楽しめる人気の観光地ですが、
秋の紅葉もとても美しくて有名ですね。紅葉の見ごろといえば 10 月下旬から 11 月中旬が多いと思いますが、京都の公
式紅葉情報では、見ごろは 11 月中旬から 12 月上旬となっているところが多いようです。ということで、ライトアップ
された幻想的な紅葉景色、情緒あふれるお寺の紅葉などを少しご紹介。

その他、忘れてはいけない、京都の二条城で開催され
ている「大政奉還150周年記念アートアクアリウム城
～京都・金魚の舞～」へ見学に行って参りました。
開催期間は10月 25日（水）～12月 11日（月）まで
なので、今年は残念ながら見ることはできませんが、
来年はアートアクアリウム＆紅葉を合わせて京都を
満喫してみては如何でしょうか！！

■Event：  そうだ京都へいこう。

■Date   ：  12 月 8 日（金）

■Place  ：  京都

▲東福寺
　葉先が3つに分かれた通天モミジ
　（唐楓）が2000本あり、通天橋か
　らの眺めが人気

▲清水寺（ライトアップ）
　夜間にライトアップされる紅葉は昼
　とはまた違い、幻想的でライトアッ
　プされた紅葉は鮮やか

▲永観堂（ライトアップ）
　「秋はもみじの永観堂」といわれる
　紅葉の名所。寺の境内には3000本
　のモミジが立ち並ぶ

▲アートアクアリウム ▲二条城

▲北野天満宮（ライトアップ）
　洛中にある紅葉の名所。御土居を埋
　め尽くす真っ赤なカエデの絨毯は風
　情たっぷり

今年の 6 月に決勝のご報告させていただいたのですが、本年２回目の大会の予選がありました。
「UCCMasters2017-18」と題して９月末から１０月末までの１か月ちょっとで、名古屋・福岡・神戸・札幌・
東京を周り予選を行ってきました。ルールも少々変更して、多くの出場者に参加していただきました（全
国で約 200 人）。多くのドラマがあり、大変盛り上がった予選でした。その決勝大会が２０１８年１月
１９日 (金 )、２０日 (土 )の２日間、神戸・ハーバーランド・スペースシアターで行われます。
いつもですと終わってからの報告ですが、今
回は事前のご案内が出来ます。皆様、どうぞ
ふるって神戸に観に来て下さいませ。
会場は、神戸駅の海側にある 6階分吹き抜け
のオープンスペースです。今回はおいしい
コーヒーや、楽しいコーヒーとのひと時をお
楽しみいただけます。ついでに神戸観光もで
きますよ！ご来場をお待ちしております。

第２弾の今回は、「自転車の旅」を書きます。
自転車健康法？とまで行きませんが、自転車で家から駅まで行く毎日の日常で
は無く、とある秋晴れの日に、自転車で1人出かける事を思いつき準備を始める。
埼玉県越谷市は再開発も進み、ビル建設が落ち着いて 10年前と比べると街が新
しくなり、活気を取り戻していた。駅から自転車で少し行くと、川があり緑も
ある。今回は、「川」沿いを自転車で走りました。
環境省から「平成の名水百選」にも選ばれた事がある、一級河川利根川水系「元
荒川」沿いを進むと、２０分ほど行った所に「越谷市民球場」を発見！！
体型がキャッチャーの私ですが、野球で過ごした青春時代があり懐かしく、居
ても立っても居られなくなり、球場に入り「高校野球地区予選」が開催！して
いる球場に立ち寄った。球児たちの熱気なのか、肥満体質だからなのか分かり
ませんが、汗だくで応援。必死に白球を追いかける「戦士たち」の姿勢に忘れ
ていた何かを思い出した（！？）ような気がした1日でした。続く……

一級河川利根川水系
「元荒川」

越谷市民球場

球場で予選を戦う戦士たち

…

第３位

第２位

第１位　

年末のご挨拶

President：  檜垣 俊吾
早いもので、2017 年も残すとこ僅かとなりました。皆様におかれましては、益々ご清
栄のこととお慶び申し上げます。 本年も格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
今年もいつもお世話になっているクライアントの皆様から、初めてお取引いただいたクライ
アントの皆様まで、出会いに恵まれた一年でした。世の中はネット社会と言われますが、インター
ネット上のコミュニケーションも、顔が見えないとはいえ、人と人とのお付き合いです。インター
フェイスやデザインを綺麗に施しただけでは、ユーザーからの固い握手は得られません。「この人
は私のことをよくわかってくれている」。そんな体験をユーザーが積み重ねていくことで、はじめ
て信頼関係は育まれると考えます。コツコツとコミュニケーションの成熟度を高めていく実直なや
り方が必要だと思います。そのために、まずは adproject 社員の 1 人ひとりが、クライアントのビ
ジネスモデルに対して信念と意見を持つぐらい、お客様の状況理解に努めます。お客様と議論を重
ねる熱意とやり抜く責任を胸に、お客様と二人三脚で効果を追求していきます。おこがましい話
ですが、そんなフェアなパートナーシップにより、末長いおつきあいが出来ると考えています。

来年も誠心誠意努力する所存でございますので、より一層のご支援を賜りますよう、
社員一同心よりお願い申し上げます。


